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県立学校振興計画に基づき設置する新校の校章・校歌について 

１ 制作者  
 学校名 制作者 

⑴ (新)小松 

校章 小松高校及び丹原高校の教員・生徒 

校歌 

作詞：秋川雅史氏と小松高校及び丹原高校の教員・

生徒からなるプロジェクトチーム 

作曲：秋川
あきかわ

 雅史
まさふみ

 

➣テノール歌手 

➣小松高校卒業、国立音楽大学大学院修了 

➢代表曲「千の風になって」 

⑵ 東予総合 

校章 小松高校・東予高校・丹原高校の教員・生徒 

校歌 

作詞：小松高校・東予高校・丹原高校の教員・生徒 

作曲：井上
いのうえ

 洋一
よういち

 

➣愛媛大学教育学部教授、愛媛県合唱連盟理事長 

➢「八幡浜中学校（Ｒ７開校）校歌」作曲 

➢えひめ国体入場行進曲「オレンジの風に吹か 

れて」作曲 

⑶ しまなみ 

校章 今治西高校伯方分校及び今治北高校大三島分校の生徒 

校歌 

作詞：千々
ち ぢ

木
き

 涼子
りょうこ

 

➢今治市大島で「こりおり舎（本と珈琲の店）」 

 経営 

➢一般社団法人「えひめ暮らしネットワーク」 

事務局長 

 ➣しまなみ海道テーマソング「しまなみ讃歌」 

作詞 

作曲：豊嶋
としま

 博
ひろ

満
みつ

 

➢ヴァイオリニスト、指揮者、作編曲者 

➢瀬戸内『し・ま・の・音楽祭』実行委員長 

➣しまなみ海道テーマソング「しまなみ讃歌」 

作曲 

 

 資料  

令和７年度 
完成予定 
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 学校名 制作者 

⑷ (新)八幡浜 

校章 

高岡
たかおか

 陽
よう

 

➣グラフィックデザイナー、美術作家 

➣八幡浜高校卒業、東京藝術大学卒業 

➢宇和島市の「アトリエぱれっと（絵画教室）」 

美術研究所主任 

校歌 

宮本
みやもと

 益光
ますみつ

 

➢声楽家、オペラ歌手、作詞家 

➣八幡浜高校卒業、東京藝術大学大学院修了 

➢「八幡浜中学校（Ｒ７開校）校歌」作詞 

⑸ 

(新)宇和島南 

 

 

校章 
土田
つちだ

 友
ゆ

唯
い

 

➢デザイナー 

➣宇和島南中等教育学校卒業、尾道市立大学卒業 

校歌 

花
か

れん 

➢シンガーソングライター 

➣宇和島南高校卒業、早稲田大学卒業 

➢宇和島市の「伊吹幼稚園園歌」作曲 

⑹ 北条清新 

校章 北条高校及び松山東高校通信制の生徒 

校歌 

作詞：田丸
たまる

 雅
まさ

智
とも

 

➣ショートショート作家 

➣松山東高校卒業、東京大学大学院修了 

➢「坊っちゃん文学賞」審査員長  

作曲：加藤
かとう

 昌則
まさのり

 

 ➣作曲家、ピアニスト 

 ➢東京藝術大学作曲科首席卒業、同大学院修了 

 ➣NHK-FM「鍵盤のつばさ」番組ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨｰを担当 

 

 

 

 

令和７年度 
完成予定 
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２ 校章 

⑴ (新)小松高校 

 

（デザインの説明） 

 

〇複数の形体が中央の１点に向かって収束

していく様子は、未来に向かって一丸と

なって進む（伸びてゆく）様子を表してい

る。 

〇背景の縦の３本線は、小松の「小」の文字

をイメージしている。 

 
⑵ 東予総合高校 

 

（デザインの説明） 

 

○近代産業の象徴である製糸業の「桑」と

「繭」を新しい学校のシンボルとしてデ

ザインに取り入れた。 

○西条市の花である「桜」の花弁をあしらっ

た。 

 
⑶ しまなみ高校 

 

（デザインの説明） 

 

○大三島と伯方島を結ぶ「しまなみ海道」

を、「しまなみ高校」の頭文字「Ｓ」に見

立てたデザインである。 

○２つの島を繋ぐ「Ｓ」は、各校が協力し合

いながら、共に成長していくことを力強

く表現している。 
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⑷ (新)八幡浜高校 

 

（デザインの説明） 

 

○正円には、ゆがみなく純粋に育ってほし

いという願いを込めている。 

○「八」を三本の線でデザインして、八幡浜

高等学校、八幡浜工業高等学校、川之石高

等学校の３校が一つとなることを表して

いる。 

 

⑸ (新)宇和島南高校 

  令和７年度完成予定 
 

⑹ 北条清新高校 

 

（デザインの説明） 

 

○学校の周辺は自然が豊かで、特に海が近

いので、波をモチーフにした。 

○様々な国をつなぐ海のように、多様な価

値観を広く柔軟に受け入れる学校をイメ

ージした。 
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３ 校歌 

⑴ (新)小松高校 

  令和７年度完成予定 
 
⑵ 東予総合高校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛
媛
県
立
東
予
総
合
高
等
学
校
校
歌 

 
 

 
 

 
 

作
詞 

鷹
田 

朗 
 

 
 

 
 

 

作
曲 

井
上 

洋
一 

  

一 

と
も
に
仰
ご
う 

石
鎚
を 

 
 

そ
の
高
き
は
理
想 

 
 

技
を
鍛
え
て
未
来
を
創
る 

 
 

健
や
か
な
身
に
力
を
宿
す 

 
 

こ
こ
に
集
い
、
出
会
い
、
学
ぶ 

 
 

あ
あ 

東
予
総
合
高
等
学
校 

 
 二 

と
も
に
か
け
よ
う 

道
前
を 

 
 

そ
の
広
き
は
心 

 
 

咲
き
乱
れ
る
は
情
熱
の
花 

 
 

夢
を
語
り
て 

実
を
結
ぶ 

 
 

こ
こ
で
笑
い
、
信
じ
、
育
つ 

 
 

あ
あ 

東
予
総
合
高
等
学
校 

  

三 

と
も
に
歌
お
う 

瀬
戸
内
に 

 
 

そ
の
青
き
は
命 

 
 

人
を
支
え
る 

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ 

 
 

勇
気
と
希
望
が
満
ち
て
い
る 

 
 

今
を
愛
し
、
見
つ
め
、
生
き
る 

 
 

あ
あ 

東
予
総
合
高
等
学
校 
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⑶ しまなみ高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
愛
媛
県
立
し
ま
な
み
高
等
学
校
校
歌 

 
 

 
 

 

作
詞 

千
々
木 

涼
子 

 
 

 
 

 

作
曲 

豊
嶋 

博
満 

 

頬
を
撫
で
る 

や
わ
ら
か
な
風 

 

波
は
島
か
ら 

は
る
か
に
続
く 

わ
た
し
た
ち
し
ま
な
み
高
生 

ひ
と
り
ひ
と
り 

高
く
掲
げ
た 

帆
に
風
集
め 

い
ざ
漕
ぎ
出
そ
う 

き
ら
め
く
海
へ 

 

山
が
見
守
る 

蒼
き
島
々 

み
か
ん
の
花
の 

香
り
漂
う 

わ
た
し
た
ち
し
ま
な
み
高
生 

ひ
と
り
ひ
と
り 

希
望
に
満
ち
た 

夢
の
種
蒔
き 

大
き
く
咲
か
そ
う 

あ
ざ
や
か
な
花 

 

橋
を
渡
り 

つ
な
が
る
学
び
舎 

朗
ら
か
な
声 

廊
下
に
響
く 

わ
た
し
た
ち
し
ま
な
み
高
生 

ひ
と
り
ひ
と
り 

朋
と
交
わ
し
た 

言
葉
を
胸
に 

羽
ば
た
い
て
い
こ
う 

広
が
る
空
へ 

 

明
日
を
拓
こ
う 

し
ま
な
み
高
校 
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⑷ (新)八幡浜高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

愛
媛
県
立
八
幡
浜
高
等
学
校
校
歌 

 
 

 
 

作
詞
・
作
曲 

宮
本 

益
光 

  

 

こ
の
蒼
天
に 

と
こ
と
わ
を
誓
い 

 

こ
の
蒼
海
に 

と
こ
と
わ
を
刻
む 

 

雲
の
果
た
て
に 

と
こ
と
わ
を
願
い 

 

天
の
足
り
夜
に 

と
こ
と
わ
を
祈
る 

 

と
こ
と
わ
を
信
じ 

今
を
生
き 

 

と
こ
と
わ
を
夢
み 

受
け
渡
す 

我
ら
が
学
舎
よ 

い
み
じ
き
魂
よ 

と
こ
と
わ
に
あ
れ 

※
「
と
こ
と
わ
」…

永
久
に
変
わ
ら
な
い
こ
と 
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 ⑸ (新)宇和島南高校 

  令和７年度完成予定 
 

⑹ 北条清新高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛
媛
県
立
北
条
清
新
高
等
学
校
校
歌 

 
 

 
 

 

作
詞 

田
丸 

雅
智 

 
 

 
 

 

作
曲 

加
藤 

昌
則 

  

一 

瀬
戸
内 

潮
香
る 

胸
に
光
満
ち
て 

静
か
に
微
笑
む 

緑
の
鹿
島 

 

う
ま
く
は
い
か
な
い
日
々
も
あ
る
け
ど 

そ
ば
に
は
い
つ
で
も
仲
間
の
笑
顔 

 

波
は
輝
き 

心
は
清
く 

明
日
へ
つ
づ
く
条
に 

い
ま
踏
み
だ
す 

 
 二 

風
早 

天
高
く 

胸
に
青
葉
吹
い
て 

凛
々
し
く
た
た
ず
む 

高
縄
山 

 

先
が
見
え
な
く
て 

く
じ
け
そ
う
で
も 

自
分
を
信
じ
て
未
来
を
つ
む
ぐ 

 

風
は
き
ら
め
き 

心
は
新
た 

明
日
へ
つ
づ
く
条
を 

い
ま
生
み
だ
す 


